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早期合格が可能で特別な試験対策が不要な試験区分について  

  

１  試験区分、採用予定人員、職務内容

試 験 区 分 
採用予定人員 

（人程度） 
職 務 内 容 

上 

級 

事
務 

行政  １０  
市長部局、各行政委員会事務局等で、一般行
政事務に従事  

技 

術 

土木  ５  

市長部局等で、土木工事の設計及び監督、都
市計画に係る企画及び調整、土地区画整理事
業の計画及び施工、道路施策の企画・立案、
都市交通体系の企画等の業務に従事  

建築  若干名  
市長部局等で、公共施設の建築工事の設計及
び監督、建築確認申請の審査及び検査、住宅
施策の企画・立案等の業務に従事  

電気  若干名  

市長部局等で、公共施設の電気設備工事の設
計及び監督、清掃工場・下水処理場等の市施
設に係る電気設備の維持管理及び整備等の業
務に従事  

機械  若干名  

市長部局等で、公共施設の機械設備工事の設
計及び監督、清掃工場・下水処理場等の市施
設に係る機械設備の維持管理及び整備等の業
務に従事  

化学  若干名  
市長部局等で、環境施策の企画・立案、環境
保全のための規制・指導・調査研究、大気・
水質等の管理・分析等の業務に従事  

造園  若干名  
市長部局等で、公園・緑地の整備や管理、緑
地の保全、緑化の推進、農業の経営支援・生
産振興等の業務に従事  

農業  若干名  
市長部局等で、スマート農業技術の普及、農
業法人の誘致、食のブランド化推進など、千
葉市農業の成長産業化に向けた業務に従事  

 ※「若干名」とは、１～３人程度を意味します。  

 ※色付き部分は、令和８年度からの追加区分です。  
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２ 受験資格 

  次の（１）から（３）までの要件をすべて満たす人 

（１）次のいずれかに該当する人   

ア 平成１０年４月２日から平成１７年４月１日までに生まれた人 

イ 平成１７年４月２日以降に生まれた人で、次のいずれかに該当する人 

（ア）学校教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業した人 または令和９年３月３

１日までに卒業見込みの人 

（イ）人事委員会が（ア）と同等の資格があると認める人 

（２）次のいずれかに該当する人 

  ア 日本国籍を有する人 

  イ 出入国管理及び難民認定法による永住者 

  ウ 日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特

例法による特別永住者 

（３）次のいずれにも該当しない人 

  ア 地方公務員法第１６条の欠格条項に該当する人 

イ 平成１１年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている人（心神耗弱を

原因とするもの以外） 

 

３ 受付方法・期間 

（１）受付方法 

   電子申請（インターネットによる申し込み）  

（２）期間 

   令和８年３月１８日（水）午前９時～２７日（金）午後５時 

   （３月２７日（金）午後５時までに受信されたものに限る。） 

※詳細は千葉市職員募集ホームページをご確認ください。 

 

４ 試験の日時、場所等、合格発表（予定） 

試   験 日   時 場 所 等 合 格 発 表 

第
一
次
試
験 

第

一

次

試

験 

第
一
次
試
験 

論文試験 

（技術のみ） 

令和８年３月１８日（水）９：００ 

～２７日（金）１７：００ 

ＷＥＢ方式 

（受験申込時に提出） 令和８年４月３０日（木） 

合 格 者 の み に 電 子

メールにより通知す

る。 

アピールシート 

適性検査 
令和８年４月２日（木）～１２日（日）

のうち各受験者が選択する日 

ＳＰＩ３－Ｕ 

①  性格検査 

②  基礎能力検査 

テストセンター方式 
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第
二
次
試
験 

面接試験 
令和８年５月１１日（月）～１５日（金）

のうち１日 
市役所 

令和８年６月上旬 

合格者のみに文書に 

より通知する。 プレゼンテーション 

試験 

（事務のみ） 

面接試験と同日に実施する。 

※千葉市職員募集ホームページでも、合格者の受験番号を発表日以後１週間掲載します。 

※第二次試験は第一次試験の合格者に対して実施します。 

 

５ 受験案内 

（１）公開日 

令和８年３月２日（月） 

（２）公開方法 

千葉市職員募集ホームページで公開します。紙媒体の作成・配布は行いません。  

【URL】https://www.city.chiba.jp/jinji/boshu/ 

 

 

 

 

＜参考＞適性検査「ＳＰＩ」について 

ＳＰＩ（Synthetic Personality Inventory） 

リクルートマネジメントソリューションズが独自に開発したもので「言語分野」と「非

言語分野」の２種類の問題を通して、コミュニケーションや思考力、新しい知識・技能の

習得などのベースとなる能力を測定するもの。試験会場で受験する「テストセンター方式」

のほか、自宅で受験できる「ＷＥＢ方式」等がある。 

２０２５年３月期実績で約１８，１００社が活用している。 

 

https://www.city.chiba.jp/jinji/boshu/

